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要約

品質に関するリーダーシップ・グループの作業の一部として，使用された品質実践を見出-ｵために，１６の国

家統計機関について2000年にインタビューをした。この鎗文はこの調査からの主なファインディングスを要約

している。この瞼文I土管理モデル，品質報告，リーダーシップとスタッフ，顧客/利用者本イユヨーロッ'識

計システム0ESS)の長所と短所,そして寵+におけるデータの品質を保証ｱﾘｰる方法,といったIH】1mをとりあげて

いる。それI土また，ESSが高い品質を達成しようとする意図の中でirl面している問112の幾つかを論じる，

すぺての国家統:Hil#UI土品質努力を進行させている。それらの努力の大部分I土特別のベースで行われて

いる。ごくわ勅の国家WE3HiU3ljだけが体系的なアプローチを採用している。しかし，品質NuIうれI刀れﾘｳK考慰

しなげｵＵｘならず,jdi成するために活､力しなけｵＵｘならないｲ可かであるという自動拡大している:今日，ＥＳＳ

内の８つの国家統計機1111が，その品質flE業のための管理モデルを採用しているが，そのほとんどは&擁したば

かりである｡ESS内の文{Ui林､連にもかかわらず,全システムがより多くの協力を得ると鯉うれる多くの領域が

ある。この鴎文は，二れらの領域のいくつかを論じる．

国詞鶴HiUlOや値SSがデータ品質のような品質思考の歴史を持っている領域においてすら,とりあげるぺき未

瞬快のRlHlnが多くある。幾つかの領jﾘﾋﾞでは既に作業は進行中である｡例えばlESSレベルの品質fH告がとりくま

れている、しかし，方法Iiifiiなハンドブックあるいは勧告された実践といった他の領域では，国家統3+機関か

らの一層の発展のための大きな濡要がある。この調査からの結果はどの領域から二の什業を出発させるかに閲

していくつかの有効な洞察を与える。

1．序

LEGのＩＩＥ業の１つの単Hi3iは，ＬＥＯグループのメンバーである樹劉において遂行中の品質(嬢について

のｲﾄﾞ網lを収ﾒﾘﾐすることであったLEGｸﾞﾉﾚｰﾌﾟの各会合で，ホストとなった国家統:什幾ｌｌＵ(NSDはその

品質(愼業を提示し，その作業と結びついた書面での資料を配布した、二のデータ収Ｊ１‘の範囲を広げよう

として，いわゆるネットワーク諸国についても，LEGがそれら諸国での国冒is統計機1K】で使われる手続き

を理解できるように，アプローチすべきものとされた．ネットワーク諸国とIよ（ルクセンブルクを除

いて）ＥＵに所luiしているが，LEOのメンバーでない国，ノルウェイとアイスランドであるネットワー

ク諸国は，継続的にLEOの作業についてコメントする機会を持つことになる品質にIHH~る【正Cネット

ワークの一部であるヨーロッパ諸国を訪問するに際しての援助として，調査票が作IjRされた、二のiMjili

とiiM査票の主な狙いは，ネットワークの国家統:繼関が，品質についての異なるluU2から，どうこれを

見，、業しているかに関する情報を収集することであった．この訪問は，Ｚ(XX)年の２月から６月まで異

なるLEGメンバーによって行ｵﾌｵした８カ国を訪問し,統計機関の長,統計家,【Ｈ１質コーディネーターお
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よび調査管理者から情報が提(災された．標雛化した悩報のまとまりとするために，８つのlEG国は会

合で示されたプレゼンテーションを補うものとして調査票に記入ｱｵｰるべきこと力独走された．したがっ

て調査された国は，オーストリア，ベルギー，デンマーク，フランス，フィンランド．ドイツ，ギリシ

ャ，アイルランド，アイスランド，イタリア，ノルウェイ，オランダ，ポルトガル，スペイン，スウェ

ーデン，イギリスであった←調査票は以下の品質分野をとりあげていた.．

●品質のフレームワーク

●品質の組織

●リーダーシップ

●利用者，顧客，そして適fHft

●スタッフ

●チームワーク

●プロセス対応

●ヨーロッパ統計システムの長所と短所

●国家統計局にとって問題のある領域

●調査全般におけるデータ品質

●幾つ力の特定調査，労働力調査，生活条(牛綱従，消費者物価指数，国民勘定，柵造的ビジネス統計

二の論文では,二の調査の結果のいくつかを明らかにするより詳細/底分析については，JapecL(Z(X)]）

を参照してもらいたい.鋼以の調査が他の領域について行われている例えば国家i鰭l機関における

品質政策，標堰ガイドライン，ｉｎ)告された実践については(CollodgGMandMmdLM」”7)，そして

事業調査における諸問題については（ChnstiansolLAandTbmH江ＲＤｌ”5）

２国家統計機関，Eurostat．およびESSの役割とビジョン

今日，ESS内での，生産肴陶ドでの主ｵjﾐ働き手は，いくつ力､の国では，政府統計のいくつかの領域に

ついて政１１:J機111】が責任を負っている場合があるとはいえ,国家統計樹腱庫よ〔)埴mDs旧1である歴史的に，

国家統計樹對の役割は，その特定図での状況を描く国レベルの統計を生j歴１－ることにあった曰叩頭【の

役割は，国家統計機関が生産した統計を集めて，その統計が比較､l能なように調整することにあるし

かし，ＥＵの拡大と，経済統計のようないくつかの分野の統計の､r蜜性の墹大とともに，ESSに対再l~る新

しし需要が119加している比較可能性と速報性は,ESSレベルでますます重要性をもってきた２つの品質

要素であるESSレベルでの役ＷｉＩは4t産の段階でｊｚとして統計を調溌＋ろ二とから，投入サイドを調整す

る－－例えば，データ収集のための方！←ことへと焦点を変化させるべきか？そういった傾向と[剣

家統計機関からの－－例えば，方法論的ハンドブックに関‐ｵｰる－勝要は明確にあるわれわれがとり

あげるべき他の品質に関する需要は，どう１歩先に発展させ，そして例えばヨーロッ'軽済も深刻左影

響をもたらしうる社会の重要な現象を反映する新しし統計のニーズをよりうまく確認-ｵｰろ力Ｌである

これらの要因を考えるとき，全ESSのための共汕のビジョンと目標が必要なことは非常に明白である
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ビジョンと目標は，組織においては重要である。それなしには，スタッフは同じ報告に向けて努力マトる

ことはできなしkESSもこの郷(ﾘの例外ではない反対に，ESSは自らの目標とビジョンを持つ災ｵ直る国

家統計システムから成り立っているので,通常の組織よりもはるかに複雑なのである．

われわれの調査では，国家銃iH機ＤＩＩの大半がそのHHulgについての詳細な叙述を持っていることがわか

った。しかし，明IMIで，短く，はっきりしたビジョンおよひVあるいは使命声明を持っている国家W霞NMR

関は４つしかなかった灸例えば，アイルランド国家続:+機HUの（使命F別ｿiに縮約された）ビジョンは．

｢現代のアイルランドのための統計・・・変化する社会が必要とする高品質のIiｻﾞ報の効率的かつ速やか

な提供lである．日ｍｄａｌはわれわれの調査ではとりあげなかった樹劉であるが，ここでI主使命７k『明と

ビジョンが現在討鍍されており，改定されたく､ロmsmlのgl在の使命781明は｢EUに高品質の統：HW#ｌＷ－

ビスを提(jけること」となっている。

3．品質への体系的アプローチの採用一異なる品質1,F理モデル

国家統計機関における品質について語るとき，多くの場｢合ｂ明らかに，それがデータ品質と同じもの

とされている。このことは，おそらく多くの国家統計I#MIJが品質をデータ品質として，品質管理｡噸Rで

叙述されている広い意味ではない形で箔じ定義してきた長l伝統によって説明できるだろう。後者のM3

合,現実の生産物の品質だけでなく，例えば,顧客本位，リーダーシッズスタッフ，プロセス本位．

そして標準化といった問題に向けて良い品質を獲i1lFする方法のⅡi要性が強調されなければならない､生

産物品質の改善は，プロセス品質の改善を通じて過城することができると考えられている。

われ1.ｉｎのＸ脚査によれ'餌ESS内で{よ品質問題に向けての体系的アプローチを採用する重要性の自覚

の鋤ﾛがある。EInU乱atは体系的品質努力を出発させて，幾つ力の国家統計IBM)Uがこれを持っている。国

家統計機関Iよその組lIHにおいて品闘彊理モデルを使用しているか便lflを考えているという点から見て，

３つの異なるグループにわけることができる．

、葎里モデルを使用している国家統計機関，Ｍ６(調査した161#MIOのうち8）

‐檀理モデルの使用を考えている国家統計機関,３/１６

．モデルを使用しておらず，使用することを考えなかった国家統計機関，５/1６

６つの国家統:+|劇卿は特に品質推進者をiil鰊していた.それら国家統iH機関の推進者数I鄭から80と

様々である｡２つの国家統iH11alRlは推進者の訂|鰊をＩＮＩ始した過程にあるへ国家銃:f機関の残り(8/16)'よ

特別な品質推進者を持っていない

国家銃:l機関が使用した管理モデルI主ほとんどの場合.TQM，全国品質賞基準bEFOM,均衡i1l点

カード｡ISOといった,異なるモデルの混合であるこのことは,おそらく非常に驚くべき二とではなし％

というのは，モデルの多くは，同じ中心的価値を共有しているからである｡費用．スタッフ満足度，お

よび改善という点での経験は多いモデルの採用で，時llUと労働の点からみてかなり費用がかかること
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がありうるしかしながら，ある国家統計機関が語るように，「組織内の(也の費用を考えると，品質に

対する費用はごく取るに足らないＬある国家統計機関は，その経験について，スタッフが局の騨部b

計画，それを構成した目標と目的，それらを達成するための11m或的事業計画の決定に直接的に関与した

ことを説明しながら，かなり優れた経験として記述している他の国家統計機関は，スタッフの意見調

査において，スタッフの65％力珂ＱＭアプローチが進tBべき正しし道であると考えていることを説明して

いる更に，他の国家統言総関は，管理モデルを採用することが，問題を確認し，安い11$i用でjiW狭策を

見出す助けになってきたと述べている。同じ国家統計機関がまた，スタッフが皆新しい現jldib管理モデ

ルの採用に向かっているが，「管理の特殊用;訂が問題をふくむと述べている経験を要約すると，関

連費用はあるが，スタッフの満足，改善と顧客の満足の点で得ることとの関連では，それは努力するに

値一ｵｰるものと言うことができよう．

二三の国家統計機関が，いくつかの品質管理モデルに従って，自己評価努力を行った．それらの－

纐勺結果は基本的にはそれらすべての組織について同じである。すなわち，いくつかの優れた品質手続

きが行われているが，その組織で体系的品質アプローチが行われているといえるには，まだほど遠いと

いうことである全ESSを調べると，われわれの調査で見出したすべての優れた実践を一緒にすることが

できるなら，われわれはおそらく非常に印象的な品質組織額りり出すことができるであろう｡この事実

は，国家統計機関が経験を共有し，異なる分野での協力を強化する重要な東リ激になるはずである。

４．データ品質の報告

伝統的に，データ品質は正確性と同義であつだしかしながら過去数十年間に，この見方はかなり広

くなってきた。この分野で幾つかの新しい構成要素が発展し，幾つかの国家統計機関とBmstauが「デー

タ品質宣言」を作るために自らの拡張した品質構成要素の集団を認定してきた.われわれの調査での発

見によれば大部分(１４/ｌｑの国家統計組織が品質宣言を待つ力､あるいはそれを準備している。品質宣

言の一部となる最も共通の構成要素は以下のとおりである

￣適合性04/16）

‐正確性(13/16）

‐速報性（'3/'6）

‐利用可能性('3/'6）

‐比較可能性(lM6）

‐一貫性(Ｍ６）

‐完全性(8/16）

言及した構成要素の幾つかは測定するのが容易ではないということを認めることは重要である。品質

宣言の役割は，組織が最も重要と見ており，生産物の顧客7利用者に対して明確にされる必要のある品質

構成要素を目に見えるものとする手段とみられるべきであるそれはまた改善hE業の出発とみることが
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できる。生産物の状況についての宣言は，改善が必要とされるところを示している。

ESSのレベルで，ＨｍＧｍの品質構成要素集団に従って品質を報告する作業が進行中である。構成要素

の測定可能性を発展させる必要がなおある。われわれの調査では国家統計機関の側での標璃上された

品質報告に関するEums画1からの要求は国家統計機関によって肯定的に見られていることが見出された．

この報告は，幾つかの国家統:f機関がまた，その費用について危恨を表明しているが，有用でありかつ

必要であると考えられている。

5．利用者,顧客，そしてそのニーズ

顧客に焦点をあてることは，品質管理において重要な構成要素である．この強調は顧客のニーズと満

足におかｵLる゜国家統計機関では,顧客の概念はESSと国家ﾚﾍﾞﾙでの統計利用者に広げることができる。

誰が顧客V1ﾐﾘ用者であるかを見出すことは必ずしも簡単なことではない､多くの国家統計樹)5はこの問題

の－部を主な利用者という見地から考えることによって「解決した」。

統計の生産者と利用者の間の対話は多様である。多くの国家統計機関は生産物レベルでの利用者グル

ープと会合している。国家統計機関について顧客ﾜﾎﾞI｣用者が考えていることを見出すために,顧客満足度

調査(〃16)，不平分析(4/16〕がいくつかの国家統計機関で行われている。顧客満足度談透の結果は例

えばデータ収集過程ではなく，配布過程を改善Pするために主として使用される。多くの国はまた，統計

審議会を持つ。一般に，利用者グループに比較すると，統計審議会の芯踏'１ははるかに広く，調査のデー

タ品質の点だけでなく，より戦略的な国家統計機関の問題を扱うということができる。国家統計機関が

言及した顧客の満足を保証する他の方法は，例えばインターネットを通じてのフィードバック，地域的

および国家統計情報センター，個別的重要機関との特別な会合,および主要な顧客とのサービスレベル

協定である。

ESSと国家統計機関のレベルの両方で,例えば卜生産者と利用者の対話についてと組織内で顧客本位を

推進する方法について，さらに学ぶべき必要がある。

６．スタッフ

スタッフは国家統計機関において主なそして最も高価な資i原であるしたがって，１j財il弓，訂l鰊動機

が非常に重要になる多くの国家統:+機関には，スタッフをHnJ機ｲｫけるシステムは無く，その代わりに

それは特別に行われている

国家統計機関においてスタッフを動機付ける最も通常の方法はスタッフがその仕ﾕl手の一部として学

習することを許す訓練を奨励ｵｰることであり，WI6の国蒙WE計機関がこれを許している例えば1つの
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国では,誰でもがH1賊のために詞OB3Hiliを使うことを許している。より多くの責任と昇進I土国;i弓統iIf

機関で使われるスタッフlMllliM寸けの他の方法である。とはいえ，ｆｉｌ給の11,堀iとボーナスはなおI､対n勺に

は未探検の道具である。８/１６の国家統計機BUだけが，スタッフを､b機づけるために俸給のMMViを使って

いる。

「

品質作業のもう１つのⅢ要な成功要因I主全スタッフの参加である｡幾つかの国家統:H捌則ではこ

れI主例えば，特別の改善プロジェクトへの参加，改善のためにアイデアを提出する機会，固飾，マー

ケッティング；およびRj蟻といった異なるトピックスについてのスタッフ助言グループに鋤ける機会．

を通じて奨励されている．

P

７．プロセス本位

プロセス本位の背後にある哲学は，それぞオリ特定のプロセスは3勘Kそれを運用しようとも，同じ仕方

力｡可1iEな限りわずかのちらばりをもって遂行されるIまずであるというものである。同H1Nﾆﾚわれわれは

新しい蛎実と研究に基づいてわれわれのプロセスを調YHEするべきである。ﾆｵu±プロセス品髄の改善

をそして生産物品質の改善をもたらボこれを達成Fｵｰるためにわれわれはツールを必要とする．

品質を保i正するために国家統計|幾関で用いられている職も通常のツールは。四IF化システム(12/16)と

品質ガイドライン(１Ｍ6)である．これらのツールを持っている国索WtiHI11U)(】でさえ,ツールのIHI用はごく

部分的である，すなわち，改善の余地はなお多くある，といっている。われわれのiiW]!Eからは，またベ

ンチマーキングあるいは顧客11mj壷を行っている国家統謝組lllはごくわずかであることがlﾘ】らかである

プロセスの品質を保3正するために国家統計機関が使っている他の道具としては

‐標準品質報告

･生産物の監査

一コンピュータエデイティンク7確認手続き

‐オン・ザ・ジョッブDIM鋤騒誰ピ

ー例えI盆調査3N画i,調査票mlh3h無回答率のI:i鰔,エディティン矢面接技術卜標本股:+b分Iik推定，

データ品質１K｢理(Comml）システム，およびグラフ表現にBUする方法鎗的ハンドプッ久

既に述べたように,多くの国宗iiE3H幾関は,幾つ力のツールを実行しているとしても,多くの弱点があ

ると言っている．ｉl己述されている問題とは，

．例えば，チェックリストのように更に体系的道具が必要とされている

・既存の道具が国家統息HNBBUの中で体系的には使われていない

・品質保証機能がなし、

・データ品質の1NﾋﾞｲHiと改翻土ときとしてデータ生産過程とのUUi型での内的要因ではなく外的要因と考

えられている
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多くの国家統計機llUは主な調査過程で,ESSﾚﾍﾞﾙの勧告された実践のllIl苑に脚心を表明した。この

ことは，焦点が産出サイドの調和（訳者↑Wi入:lmmmomiznim）（adjI四ｍｍ）から．投入サイド(データ

収姻での穏整（訳者椰入:1週xmomz弧ion）への変更を意味するだろう｡

われわれの調査によれば，品質を保Xrｵｰるために採用されているツールに11Uして国家統iHI11U】Uにおい

て，股も未発達の領域は，測定誤差を減らす方法の使用，ヨリ麺ﾘﾋﾞのテスト，顧箪RUM査の実施，カバレッ

ジの誤差を減らすことと推定すること，である。国家統計機HUのKlHI;Eのごく少数が，これらのツールを

持っているしたがってこれらのi頂鯛土,ESSﾚﾍﾞﾙのlib告された実践の発展のための(鴎Lた候補である。

利用者からの影響に11Uしては,利用者グループは，社会統計にj:12校して経Ｉ間統計の』jJ合には，より119,ｉ

である．標iU1的品iqHI成要素は，例えば，国民勘定といった統ｉｌ+体系についてはより複雑である。ここ

では，梢成要索の幾つかの測定可能性を詞ぺる作業が進行中である。

８．ヨーロッパ統計システムの長所と短所

改善をすることができるためには，ESSの長所と短所を知っていることが砿要である。短所について

作業弓rるべき理由を理解することはやさしいしかし，長所であっても注目する必要がある．われわれ

が，厨ｦfだけでなく長所をも考慮すべき理由についてのESSからの１例I虫imI和化mmcHd露1ｍ）の場合

である．多くのiUM塾{愼業力端われてきたが，この分野では多くの作業がJ1fおHLされている③オコれわｵ1の

創り壷でI主国家統計I#MIOに対して，ESSの長所と弱点を質111]し七以下のリストが，その要約である。

量国Z

法lMj枠組みヨーロッパ協議会で同意された新しい統:+のINI苑に対する強制は長所と考えられる。

SPC会議．これは,ESSに関わる並要事ｴﾇIを局長たちが討駿ｵｰる良いフォーラムであると考えられる‘

IUMI和はほとんどすべての国家統計掴３０によって言及されている`、W和の賦域での具体的な例は,１９鰭．

方法，文劉上，共jmの瓢|｣とすぐれたハンドブックのNHI塾である。

互いに学びあう可tiEIlLESS内で水鍍としているものの大きなi瞥在iE力もまた,多くの国巍;fiI+I1illl0が

長所として言及している例えば,ｌ支術lib1lpFI，方法，基蝋およびＩＷ報の交換である。

15のEUおよ□垣EAの統計業務から獲得可ｶﾋﾞな資源と経験新しいIW1発と研究.ｌｌＩｌ発への資金配布として

利用可能なEUの資源がある．

７８



EU内での統計の璽要性の墹丸

２通Ⅱ

ESSには，長期の勢いづ力せるビジョンがない。

資源の欠如について多くの国家統計機関が言及している多くの国家統i汁樹對はESS全体の資金は乏しい

ことに言及している例えば，国家予算の制約という流れの中で，既存の需要を削減~ｵｰることなく新し

いEUの統計需要があることである

ヨーロッパレベルでの利用者と生産者の間でのコミュニケーションの欠如をいくつかの国雰鍼:H掛り11が

言及した.特にヨーロッパ委貝会とヨーロッパ中央鋼了がヨーロッパ統計の唯一の利用者と考えられる

ことが多すぎる（

(912用されている方法は，実際にはESSのために企画されたものではない。事実,ESSは加盟国の多くの多

様に異質な統計システムから成り立っている＿方減りh銅了として指摘された他の点I土標瑠上されたメ

タデータシステムがたいことと生産後の研究がわずかしか行われていないこと，である

優先度に関する全体的３HITE[の欠如がある。優先度はヨーロッパ委員会の優先度に対応してひんぱんに

変化する。

国とESSレベルの両方での，ワーキンググルーアヤタスクフォースの調整の欠如｡
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